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1. 概要
　このアプリケーションは、Z/Xのレイドバトルにおいて、レイドボスがダメージを受けた際のダメージカードをランダムに引く機能と、残りライフの管理機能を搭載したアプリケーションです。

2. 操作方法
[bookmark: _GoBack]　RaidBattle.exeを実行ください。
　レイドバトルアプリの画面を以下に示します。
①
②
③

1 ボスの残りライフ
2 最後に引かれたダメージカード
3 ボスの画像

　操作に使用するキーは以下の通りです。
· スペースキー：ダメージカードが表示されます。その後に、エンターキーを押してください。
· エンターキー：ダメージカードが横に移動し、ライフが1つ減ります。
· 「U」キー　：ライフが1つ増えます。
· 「D」キー　：ライフが1つ減ります。
· 「Esc」キー ：アプリが終了します。

　ライフが0の状態では、スペースキー、「D」キーは無効となります。
3. 設定方法
　このアプリでは、ボスやカードの画像を自由に差し替え可能です。また、ボスの初期ライフやカードの出現率を任意に設定できます。これは、設定ファイル（config.txt）を修正することで行います。

3-1. 設定ファイル
　設定ファイルの以下の文字列の横の数字を変更することで、設定が可能です。数字は、0～65535の整数を設定してください。
· MaxHP：
· ボスの最大ライフです。0にすることはできません。
· 2ndHP～5thHP：
· ボスの画像が変更されるライフです。以下のルールに従って設定ください。
· MaxHP ＞ 2ndHP ≧ 3rdHP ≧ 4thHP ≧ 5thHP ≧ 0
· StartHP：
· アプリ開始時のボスのライフです。1以上MaxHP以下の値に設定ください。
· CardRate1～CardRate9：
· カードごとの出現率です。各カードの出現率は、以下の確率となります。
· CardRateX / (CardRate1～CardRate9の合計)
· 0に設定したカードは出現しません。

3-2. 画像ファイル
　画像フォルダ（imageフォルダ）内の画像ファイルを差し替えることで、ボスやカードの画像を変更可能です。使用可能な画像ファイルの種類は以下の通りです。
· PNGファイル（.png）
· JPEGファイル（.jpg、.jpeg）
· GIFファイル（.gif）
· BMPファイル（.bmp）

　拡張子の異なる同じファイル名のファイルを置かないようにしてください。
　必要な画像ファイルは以下の通りです。ボス画像、カード画像は、それぞれ同じサイズ（縦横）の画像を使用してください。
· boss01：
· ライフがMaxHP～2ndHPの時のボスの画像です。
· boss02～boss05：
· ライフが2ndHP以下、3rdHP以下、4thHP以下、5thHP以下の時のボスの画像です。
· 2ndHP～5thHPの設定値を0とした場合、boss02～boss05の対応する画像は不要です。
· boss06：
· ライフが0の時のボスの画像です。
· card01からcard09：
· ダメージカードの画像です。CardRateXを0とした場合、対応する画像は不要です。
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